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Ｐ
Ｐ
Ｓ
が
離
脱
、文
相
も
辞
任

止
め
料
を
）
払
っ
て
い
る
、

前
議
長
と
の
関
係
は
良
好
と

話
す
同
容
疑
者
に
、
大
統
領

が
「
続
け
る
ん
だ
ぞ
」
と
答

え
た
部
分
だ
。

　

同
容
疑
者
は
ジ
ェ
デ
ル
・

ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
リ
マ
大
統
領

府
総
務
室
元
長
官
と
話
す
は

ず
だ
っ
た
が
、
元
長
官
と
連

絡
が
取
れ
ず
、
大
統
領
に
会

う
事
に
し
た
と
い
う
。
口
止

め
料
支
払
い
を
求
め
た
の
は

別
人
と
も
供
述
し
て
い
る
。

　

同
容
疑
者
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
や

本
人
へ
の
捜
査
が
進
ま
な
い

よ
う
、
裁
判
官
や
検
察
官
を

丸
め
込
み
、
捜
査
情
報
も
受

け
取
っ
て
い
る
と
も
話
し
た

が
、
大
統
領
は
そ
れ
を
容
認

す
る
か
の
発
言
を
し
た
。
不

正
行
為
の
事
を
聞
い
た
公
職

者
が
当
局
に
伝
え
な
か
っ
た

事
も
犯
罪
と
な
る
。

　

ま
た
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
が

Ｊ
Ｂ
Ｓ
傘
下
の
火
力
発
電
所

へ
の
天
然
ガ
ス
販
売
を
拒
ん

で
い
る
と
、
経
済
防
衛
審
議

　
【
既
報
関
連
】「
辞
任
は
し
な
い
！
繰
り
返
す
！
辞
任
は
し
な
い
！
」
こ
れ
が

１
７
日
午
後
７
時
半
頃
に
、
自
ら
の
ク
ー
ニ
ャ
被
告
へ
の
口
止
め
料
支
払
い
容
認

疑
惑
が
暴
露
さ
れ
た
こ
と
で
、
伯
国
政
界
に
激
震
が
走
っ
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
全

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
執
務
室
に
篭
っ
た
末
、
翌
１
８
日
午
後

４
時
１
０
分
に
、
テ
メ
ル
大
統
領
が
記
者
会
見
で
発
し
た
言
葉
だ
っ
た
。

要
性
か
ら
当
面
は
職
務
に
留

ま
る
と
し
て
い
る
。

　

連
立
与
党
２
番
目
の
勢
力

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
、
テ
メ
ル
大
統

領
の
捜
査
妨
害
疑
惑
が
証

明
さ
れ
た
ら
連
立
を
去
る
と

し
て
い
る
。
同
党
の
ブ
ル
ー

ノ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
都
市
相

は
１
８
日
に
辞
任
と
報
じ
ら

れ
た
が
、
同
相
は
そ
の
後
、

辞
職
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ヌ
ネ
ス

外
相
も
含
む
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
４

閣
僚
の
去
就
は
、
未
だ
流
動

的
だ
。

　

疑
惑
発
覚
後
も
、
大
統
領

公
邸
執
務
室
内
ま
で
テ
メ
ル

大
統
領
と
行
動
を
共
に
し

て
い
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

下
院
議
長
を
擁
す
る
民
主
党

（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
は
、
ロ
ナ
ウ
ド
・

カ
イ
ア
ー
ド
上
議
が
罷
免
請

求
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
を

除
け
ば
、
政
府
に
忠
実
な
党

の
一
つ
だ
。

　

来
年
の
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
出
場

を
決
め
た
サ
ッ
カ
ー
伯
国
代

表
は
、
６
月
９
日
と
１
３
日

に
豪
州
メ
ル
ボ
ル
ン
の
地

で
、
亜
国
、
豪
州
と
親
善
試

合
を
行
う
。
そ
の
代
表
メ
ン

バ
ー
が
１
９
日
発
表
さ
れ

た
。「
欧
州
で
プ
レ
ー
す
る

何
人
か
の
選
手
に
は
休
暇
が

　

聖
市
、
リ
オ
市
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
、
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ

市
な
ど
で
は
１
８
日
も
テ
メ

ル
大
統
領
の
辞
任
を
求
め
る

デ
モ
が
発
生
。
リ
オ
と
ブ
ラ

ジ
リ
ア
で
は
、
デ
モ
隊
の
一

部
が
軍
警
と
衝
突
し
た
。

　

デ
モ
に
は
野
党
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
支
持
の
主
要
労
組

に
よ
る
、
反
与
党
の
党
派
色

の
強
い
も
の
か
ら
、
政
治
家

全
般
の
汚
職
に
倦
み
、「
テ

メ
ル
も
ル
ー
ラ
も
ジ
ウ
マ
も

ア
エ
シ
オ
も
、
み
ん
な
捕
ま

え
ろ
！
」
と
主
張
す
る
団
体

や
過
激
派
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
デ
モ
で
、

現
行
憲
法
で
は
不
可
能
な
、

任
期
２
年
を
過
ぎ
て
か
ら
の

大
統
領
選
び
直
し
の
直
接
選

与
党
の
結
束
大
き
く
揺
ら
ぐ

会
（
Ｃ
ａ
ｄ
ｅ
）
に
訴
え
て

い
た
件
で
は
、
同
容
疑
者
が

「
ロ
ド
リ
ゴ
？　

う
っ
て
つ

け
だ
」
と
言
い
、
大
統
領
が

「
全
幅
の
信
頼
が
置
け
る
奴

だ
」
と
言
う
件
が
あ
る
。
Ｊ

Ｂ
Ｓ
は
同
下
議
に
５
０
万
レ

の
賄
賂
を
払
っ
た
が
、
Ｃ
ａ

ｄ
ｅ
は
１
８
日
、
同
社
に
便

宜
を
図
っ
た
事
は
な
い
と
答

え
た
。

　

同
下
議
は
１
９
日
朝
、
出

張
先
の
米
国
か
ら
帰
国
し
た

が
、
取
材
に
は
無
言
で
空
港

を
後
に
し
た
。
フ
ァ
キ
ン
判

事
は
１
８
日
、
同
下
議
に
職

責
停
止
命
令
を
出
し
た
。

　

フ
ァ
キ
ン
判
事
は
ア
エ
シ

オ
氏
に
も
職
責
停
止
命
令
を

出
し
た
が
、
検
察
は
、
ア
エ

シ
オ
氏
は
大
統
領
と
政
局
調

整
を
行
う
際
、
捜
査
官
指
名

試
み
た
と
の
ジ
ャ
ノ
ー
連
邦

検
察
庁
長
官
の
訴
え
を
受
け

た
も
の
だ
と
１
９
日
付
Ｇ
１

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

大
統
領
の
捜
査
妨
害
の
根

拠
は
、
同
容
疑
者
が
３
月
に

録
音
し
た
大
統
領
と
の
会
話

の
中
で
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ク
ー
ニ
ャ
元
下
院
議
長
と
の

間
の
負
債
は
カ
タ
を
付
け
、

前
議
長
と
部
下
の
ル
シ
オ
・

フ
ナ
ロ
被
告
に
は
毎
月
（
口

　
【
既
報
関
連
】
食
肉
最
大

手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
主
の
ジ
ョ
エ
ズ

レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
容
疑
者
の

報
奨
付
供
述
が
漏
れ
、
国
中

が
揺
れ
た
１
８
日
、
エ
ジ
ソ

ン
・
フ
ァ
キ
ン
最
高
裁
判
事

が
テ
メ
ル
大
統
領
や
ア
エ
シ

オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
上
議
（
民

主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）、

ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
ッ
シ
ャ
・
ロ

ウ
レ
ス
下
議（
民
主
運
動
党
・

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
へ
の
捜
査
開
始

要
請
を
認
め
た
。
こ
の
決
定

は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
（
Ｌ
Ｊ
）
の
捜
査
妨
害
を

ア
エ
シ
オ
も
同
罪
と
検
察
庁

混
乱
か
ら
一
夜
、反
発
の
動
き

Ｃ
Ｖ
Ｍ
で
Ｊ
Ｂ
Ｓ
へ
の
新
疑

な
ど
に
口
を
出
し
、
捜
査
妨

害
を
図
っ
た
と
い
う
。
ア
エ

シ
オ
氏
は
１
８
日
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
党
首
を
辞
任
し
、
後
任
に

タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ

上
議
を
指
名
し
た
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｓ
は
社
会
経
済
開
発

銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
融

資
を
使
っ
て
積
極
的
に
国
外

企
業
を
買
収
し
、
世
界
最
大

の
食
肉
企
業
に
成
長
。
政
治

献
金
も
最
大
規
模
だ
。
有
価

証
券
取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｖ

Ｍ
）
は
同
社
に
対
し
、
１
週

間
で
３
件
の
訴
え
を
起
こ
し

て
お
り
、
不
正
が
次
々
に
表

面
化
し
て
い
る
が
、
共
同
経

営
者
の
バ
チ
ス
タ
兄
弟
ら
の

司
法
取
引
で
、
現
時
点
で
受

け
た
罰
金
は
２
億
５
千
万
レ

の
み
。
１
７
日
の
情
報
漏
え

い
直
前
に
大
量
の
ド
ル
を
購

入
し
て
お
り
、
１
８
日
の
ド

ル
高
で
罰
金
を
払
っ
て
余
る

程
の
収
益
も
出
た
と
い
う
。

民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

党
首
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ベ
ス
上

議
の
職
責
一
時
停
止
と
党
首

辞
任
、
フ
ァ
キ
ン
最
高
裁
判

事
に
よ
る
テ
メ
ル
大
統
領
の

捜
査
開
始
許
可
と
、
伯
国
は

文
字
通
り
蜂
の
巣
を
つ
つ
い

た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
よ
る
声

明
の
後
、
社
会
民
衆
党
（
Ｐ

Ｐ
Ｓ
）
と
ポ
デ
ー
モ
ス
（
旧

Ｐ
Ｔ
Ｎ
・
国
家
労
働
党
）
が

連
立
離
脱
を
表
明
し
た
。
Ｐ

Ｐ
Ｓ
は
９
人
の
下
議
が
、
ポ

デ
ー
モ
ス
に
は
１
３
人
の
下

議
が
お
り
、
議
会
運
営
の
た

め
に
１
議
席
で
も
多
く
の
味

方
が
必
要
な
政
府
に
は
痛
手

だ
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
フ

レ
イ
レ
文
化
相
は
職
を
辞
し

た
が
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
も
う
一
人

の
閣
僚
ロ
ベ
ル
ト
・
ジ
ュ
ン

グ
マ
ン
防
衛
相
は
職
務
の
重

テメル大統領らに対する捜査要請を認めたファキ
ン最高裁判事（Lula Marques / AGPT）

気迫みなぎる表情で「辞任しない！」と語ったテメル大統領だったが、
記者団からの質問には答えなかった（Isac Nóbrega/PR）

伯 国 市 場

挙
実
施
を
求
め
る
「
ジ
レ
ッ

タ
ス
・
ジ
ャ
ー
」
さ
え
も
上

が
っ
て
い
る
。
大
統
領
の
辞

任
や
罷
免
、
当
選
無
効
に
伴

う
直
接
選
挙
に
つ
い
て
は
、

上
院
憲
政
委
員
会
に
憲
法
補

足
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

必
要
」
と
、
ネ
イ
マ
ー
ル
は

外
さ
れ
た
。
今
年
２
月
に
負

傷
し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ

ズ
ス
が
復
帰
し
た
他
、
長
く

代
表
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

ダ
ヴ
ィ
ド
・
ル
イ
ス
が
復
帰

し
た
。
ま
た
、
６
月
３
日
に

行
わ
れ
る
欧
州
最
高
峰
の
戦

い
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー

グ
決
勝
に
出
場
す
る
マ
ル
セ

ロ
や
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ウ
ヴ
ェ

ス
も
、
疲
労
を
考
慮
さ
れ
、

選
出
外
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

第
１
３
回
目
と
な
る
、
聖

市
ヴ
ィ
ラ
ー
ダ
・
ク
ル
ツ
ラ

ル
が
２
０
日
の
午
後
６
時
か

ら
、
２
１
日
の
午
後
６
時
ま

で
行
わ
れ
る
。
〃
ヴ
ィ
ラ
ー

ダ
〃
は
「
日
付
が
変
わ
る
」

と
い
う
意
味
で
、
聖
市
各
所

で
夜
を
徹
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
名
物
行
事
だ
。
２
０

日
の
夜
は
メ
ト
ロ
１
５
号
線

と
、
ル
ス
駅
、
レ
プ
ブ
リ
カ

駅
を
除
く
メ
ト
ロ
と
都
電
（

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）
が
朝
ま
で
運
行

す
る
。
全
体
で
９
０
０
も
あ

る
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
確
認
は

サ
イ
トhttp://viradac

u
ltu
ral.p

refeitu
ra.

sp.gov.br/

が
便
利
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
で
は
、
緊
急
事
態
発

生
時
の
電
話
番
号
が
、
犯
罪

発
生
時
に
軍
警
と
つ
な
が
る

１
９
０
番
と
、
救
急
車
（
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｕ
）
１
９
２
番
、
消
防

署
１
９
３
番
に
分
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
年
内
に
１
９
０

番
に
統
一
さ
れ
る
事
が
聖
州

と
聖
市
の
間
で
決
ま
っ
た
。

今
後
、
州
と
市
の
代
表
者
が

共
同
で
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て
の
細
部
を
検

討
す
る
。
こ
れ
は
「
緊
急
時

に
は
１
９
０
番
」
と
の
習
慣

が
つ
い
て
い
る
市
民
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
と
、
番
号

を
統
一
す
る
事
で
対
応
部
署

を
統
一
す
る
事
が
狙
い
だ
。

　

中
国
外
務
省
ラ
米
・
カ
リ

ブ
海
担
当
部
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
祝
青
桥
氏
が

１
９
日
、「
伯
国
政
治
の
変

動
は
、
中
伯
両
国
間
の
関
係

に
は
影
響
し
な
い
」
と
発
言

し
た
と
同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

同
氏
は
「
あ
る
国
と
協
力

関
係
を
結
ん
だ
時
は
、
そ
れ

が
長
続
き
し
、
発
展
す
る
よ

う
に
、
長
期
的
、
戦
略
的
視

野
に
立
つ
事
が
肝
要
だ
」
と

語
り
、
中
国
国
営
企
業
は
、

伯
国
、
ラ
米
・
カ
リ
ブ
海
諸

国
へ
の
長
期
投
資
を
優
先
事

項
と
し
て
い
る
と
し
た
。

　

北
京
で
記
者
団
に
対
応
し

た
祝
氏
は
、
中
国
企
業
は
そ

の
市
場
の
潜
在
的
な
力
を
重

視
し
て
投
資
先
を
決
め
て
い

る
と
語
っ
た
。

　
「
政
治
危
機
や
経
済
危
機

は
両
国
企
業
間
の
協
力
関
係

に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
事
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

短
期
的
な
も
の
だ
。
一
般
的

に
、
そ
れ
ほ
ど
酷
い
影
響
が

出
る
こ
と
は
な
い
」
と
も

語
っ
た
。

　

中
国
外
務
省
に
よ
る
と
、

中
国
は
昨
年
、
１
０
０
億

ド
ル
規
模
の
対
伯
投
資
を

行
っ
て
お
り
、
累
積
投
資
額

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
や
交

通
部
門
な
ど
の
イ
ン
フ
レ
整

備
と
農
業
部
門
を
中
心
に
、

３
０
０
億
ド
ル
に
達
し
た
。

　

祝
氏
は
、
伯
国
は
中
国
に

と
っ
て
、
ラ
米
・
カ
リ
ブ
海

地
域
の
通
商
額
の
３
分
の
１

を
占
め
る
大
切
な
国
だ
と
強

調
し
た
。

　

同
氏
は
さ
ら
に
、
伯
国
か

ら
中
国
へ
の
輸
出
は
、
農
産

物
や
鉱
産
物
、
食
肉
と
い
っ

た
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
が
主
で
、

中
国
か
ら
伯
国
へ
の
輸
出
は

工
業
製
品
が
主
だ
か
ら
、
両

国
間
の
貿
易
は
補
完
関
係
に

あ
る
と
も
語
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
７
日
夜

の
テ
メ
ル
大
統
領
に
よ
る

司
法
妨
害
疑
惑
発
覚
の
後
、

１
８
日
の
伯
国
株
式
市
場
、

為
替
市
場
は
大
き
く
揺
れ

た
。

　

聖
市
株
式
市
場
指
数
（
Ｉ

ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）
は
、
取

引
開
始
直
後
に
１
０
％
以
上

下
落
し
、
８
年
半
ぶ
り
の
取

引
一
時
停
止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
若
干
持
ち
直

す
も
、
大
幅
な
下
げ
傾
向

は
変
わ
ら
ず
、
午
後
４
時

１
０
分
か
ら
の
テ
メ
ル
大
統

領
の
声
明
後
も
１
％
下
げ
、

結
局
、
０
８
年
１
０
月
以

来
、
８
年
半
ぶ
り
の
下
げ
幅

と
な
る
マ
イ
ナ
ス
８
・
８
％
、

６
万
１
５
９
７
ポ
イ
ン
ト
で

取
引
を
終
え
た
。
上
場
企

業
の
損
失
は
時
価
総
額
で

２
１
９
０
億
レ
ア
ル
に
上
っ

た
。

　

１
８
日
は
為
替
市
場
も
終

日
レ
ア
ル
が
売
ら
れ
、
中
銀

が
ド
ル
売
り
レ
ア
ル
買
い
に

相
当
す
る
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に

よ
り
、
４
４
億
ド
ル
分
の
介

入
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
８
・
０
７
％
ド
ル
高
の

１
レ
ア
ル
＝
３
・
３
８
６
８

レ
ア
ル
で
取
引
を
終
え
た
。

こ
の
上
げ
幅
は
、
１
９
９
４

年
の
レ
ア
ル
・
プ
ラ
ン
導
入

以
降
、
３
番
目
に
大
き
い
。

　

パ
ニ
ッ
ク
と
も
い
え
る

株
売
り
、
レ
ア
ル
売
り
か

ら
一
夜
明
け
た
１
９
日
は
、

逆
に
反
動
の
株
高
、
レ
ア

ル
高
傾
向
で
相
場
は
動
い

た
。
１
９
日
の
午
後
４
時

現
在
、
Ｉ
ｖ
ｏ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ

ａ
は
前
日
比
２
・
１
％
高
の

６
万
２
８
９
１
ポ
イ
ン
ト
、

ド
ル
／
レ
ア
ル
は
前
日
比

３
・
８
％
ド
ル
安
の
１
ド
ル

＝
３
・
２
６
レ
ア
ル
で
推
移

し
て
い
る
。

　

一
日
で
株
価
も
為
替
相
場

も
大
き
く
乱
高
下
す
る
中
、

多
く
の
専
門
家
は
、
一
般
市

民
が
株
や
為
替
に
投
資
を
し

よ
う
と
慌
て
て
売
り
買
い
に

走
る
事
を
い
さ
め
て
い
る
。

　
「
株
を
持
っ
て
い
る
人
は

慌
て
て
売
ら
な
い
こ
と
、
確

か
に
大
き
く
下
が
っ
た
が
、

市
場
は
次
第
に
落
ち
着
き
を

取
り
戻
す
は
ず
」
と
投
資
顧

問
会
社
イ
レ
ブ
ン
・
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
の
ア
デ
オ
ダ
ト
・

ヴ
ォ
ウ
ピ
・
ネ
ッ
ト
主
席
戦

略
研
究
員
は
言
う
。

　

手
持
ち
の
ド
ル
を
売
っ
て

レ
ア
ル
に
替
え
よ
う
と
の
動

き
も
、
今
後
の
傾
向
が
読
め

な
い
中
で
は
、
た
だ
の
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
過
ぎ
な
く
な
る

と
、
別
の
投
資
顧
問
会
社
の

相
談
員
は
語
る
。

　

国
外
旅
行
の
計
画
が
あ
る

が
外
貨
を
購
入
し
て
い
な
い

場
合
、
ド
ル
購
入
は
良
い
選

択
肢
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

れ
で
も
、
相
場
変
動
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
、
少
し
ず

つ
に
し
た
ほ
う
が
良
い
。

　

Ｌ
ａ
ｔ
ａ
ｍ
社
が
１
８
日

に
、
航
空
機
の
荷
物
預
入
で

新
し
い
料
金
体
制
を
適
用
し

始
め
る
と
発
表
し
た
と
同
日

付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

た
だ
し
、
割
引
便
は
５
０
日

以
内
に
な
ど
、
適
用
開
始
日

時
は
明
確
で
は
な
い
。

　

新
し
い
料
金
体
制
で
は
、

機
内
持
ち
込
み
の
荷
物
（
無

料
）
の
重
量
が
５
キ
ロ
以
下

か
ら
１
０
キ
ロ
以
下
に
変
更

さ
れ
る
。

　

国
内
便
の
場
合
は
、
最
初

の
荷
物
は
３
０
レ
ア
ル
か
ら

で
、
２
個
目
か
ら
は
８
０
レ

ア
ル
が
徴
収
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
２
３
〜
３
２
キ
ロ
の
荷

物
は
１
２
０
レ
ア
ル
、
３
２

〜
４
５
キ
ロ
だ
と
２
０
０
レ

ア
ル
が
徴
収
さ
れ
る
。

　

南
米
や
カ
リ
ブ
海
諸
国
へ

の
便
で
荷
物
を
追
加
し
た
場

合
は
９
０
ド
ル
か
か
る
。
た

だ
し
、
２
３
〜
３
２
キ
ロ
の

荷
物
は
９
０
ド
ル
、
３
２
〜

４
５
キ
ロ
の
荷
物
は
１
８
０

ド
ル
徴
収
さ
れ
る
。
そ
れ

以
外
の
地
域
へ
の
便
の
追

加
荷
物
は
１
５
０
ド
ル
で
、

２
３
〜
３
２
キ
ロ
の
荷
物
は

１
０
０
ド
ル
、
３
２
〜
４
５

キ
ロ
の
荷
物
は
２
０
０
ド
ル

徴
収
す
る
と
い
う
。

　

Ｇ
Ｏ
Ｌ
の
場
合
は
６
月
１

日
か
ら
新
料
金
適
用
で
、
最

初
の
荷
物
は
国
内
便
が
３
０

レ
ア
ル
か
ら
、
国
際
便
は

１
０
ド
ル
か
ら
。

　

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｌ
も
６
月
１
日
か

ら
新
料
金
と
な
り
、
国
内
便

は
一
つ
３
０
レ
ア
ル
を
徴
収

す
る
が
、
国
際
便
は
ク
ラ
ス

に
よ
り
１
個
ま
た
は
２
個
ま

で
が
無
料
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
料
金
は
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
の
場
合
だ
か

ら
、
別
の
ク
ラ
ス
の
利
用
者

は
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

5月19日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2608  R$
買　3.2573  R$

円相場
売　0.0293  R$
買　0.0293  R$

伯国の混乱未だ収拾せず

「
伯
国
と
の
関
係
は
変
わ
ら
ず
」

政
治
危
機
は
一
過
性
の
も
の
と
語
る

航
空
機
の
荷
物
で
新
料
金
体
制

１
８
日
か
ら
徐
々
に
適
用
を
開
始

投
資
家
の
性
急
な
行
動
は
禁
物

テメル
ショック

テ
メ
ル
捜
査
の
主
眼
は
捜
査
妨
害

（２）２０１７年 第４７５７号 ５月 ２０日 （土曜日）

大
統
領
直
接
選
挙

を
要
請
す
る
民
衆

中 国 高 官

Ｌａｔａｍ社

　

疑
惑
発
覚
後
、
議
会
の
機

能
停
止
、
相
次
ぐ
デ
モ
、
株

式
市
場
ス
ト
ッ
プ
安
、
高
騰

す
る
米
ド
ル
、
与
党
か
ら
の

連
立
離
脱
の
声
、
８
件
を
数

え
た
罷
免
請
求
、閣
僚
辞
任
、



　

６
月が

つ

２
９
日に

ち

、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
警け

い

備び

艇て
い

２
隻せ

き

と
韓か

ん

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

警け
い

備び

艦か
ん

艇て
い

が
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

戦せ
ん

と
な
り
、
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

は
高こ

う

速そ
く

警け
い

備び

艇て
い

１
隻せ

き

が

沈ち
ん

没ぼ
つ

、
２
０
数す

う

名め
い

の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

側が
わ

は
１
隻せ

き

が
炎え

ん

上じ
ょ
うし
た
が
領

り
ょ
う

海か
い

に
戻も

ど
っ
た
。

　

そ
の
夜よ

る

に
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ト
ル
コ
と
の
３

位い

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

を
控ひ

か

え
て
、
盛も

り
上あ

が
っ
て
い
た
韓か

ん

国こ
く

チ
ー
ム
の
躍や

く

進し
ん

ム
ー
ド
に
冷れ

い

水す
い

を
浴あ

び
せ
か
け
た
。
韓か

ん

国こ
く

は
今い

ま

も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

と
休

き
ゅ
う

戦せ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

で
あ
り
、
戦せ

ん

争そ
う

の
終

し
ゅ
う

結け
つ

処し
ょ

理り

と
し
て
の
平へ

い

和わ

条
じ
ょ
う

約や
く

は
ま
だ
締て

い

結け
つ

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
休

き
ゅ
う

火か

山ざ
ん

が
い
つ
噴ふ

ん

火か

を

再さ
い

開か
い

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

国こ
く

民み
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
は
、
起お

こ
り
う
る
戦せ

ん

争そ
う

の
危き

機き

を
予よ

測そ
く

し
て
そ
の
芽め

を
つ
み
、
ま
た
戦せ

ん

争そ
う

と
な
っ
た
場ば

合あ
い

、

そ
の
被ひ

害が
い

を
最さ

い

小し
ょ
うに
食く

い
止と

め
る
た
め
の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
怠お

こ
た
ら
な
い
こ

と
、
の
２
点て

ん

が
肝か

ん

要よ
う

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

戦せ
ん

争そ
う

が
起お

こ
り
う
る
か
、
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

に
有ゆ

う

事じ

が
発は

っ

生せ
い

し
た
場ば

合あ
い

、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
形か

た
ち
を
と
り
、
わ
が
国く

に

に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
す
の

だ
ろ
う
か
。
今こ

ん

回か
い

は
作さ

っ

家か

・
柘つ

植げ

久ひ
さ

慶よ
し

氏し

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
小

し
ょ
う

説せ
つ

「
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

つ
い
に
南な

ん

進し
ん

す
！
」[

１]

を
参さ

ん

考こ
う

に
、

考か
ん
がえ
て
み
よ
う
。

　

日に
ち

曜よ
う

日び

午ご

前ぜ
ん

０
時じ

。
板は

ん

門も
ん

店て
ん

の
休

き
ゅ
う

戦せ
ん

会か
い

談だ
ん

場じ
ょ
うの
北き

た

側が
わ

に
、

子こ

供ど
も

や
老ろ

う

人じ
ん

を
含ふ

く

め
た
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

が
、
ゆ
っ
く
り
し
た
歩ほ

調ち
ょ
うで
進す

す

ん
で
き
て
る
、
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

を
韓か

ん

国こ
く

情じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

・
許き

ょ

煥か
ん

南な
ん

大た
い

佐さ

は
受う

け
取と

っ
た
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

脱だ
っ

出し
ゅ
つか
、
あ
る
い
は
、
武ぶ

装そ
う

難な
ん

民み
ん

か
？

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
人じ

ん

口こ
う

の
４
０
％
、
約や

く

１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

が
軍ぐ

ん

事じ

境き
ょ
う

界か
い

線せ
ん

か
ら
歩あ

る

い
て
数す

う

日じ
つ

以い

内な
い

の
所と

こ
ろに
住す

ん
で
い
る
。
そ
れ
だ
け
の

難な
ん

民み
ん

が
押お

し
寄よ

せ
た
ら
、韓か

ん

国こ
く

経け
い

済ざ
い

は
破は

綻た
ん

す
る
。
い
や
、２
、

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

、
南な

ん

侵し
ん

す

２０0２年
ねん

7 月
がつ

14 日
か

版
ばん

３
０
万ま

ん

人に
ん

の
武ぶ

装そ
う

難な
ん

民み
ん

が
入は

い
っ
て
き
た
だ
け
で
も
ソ
ウ
ル
は
占せ

ん

領り
ょ
うさ
れ
、
国こ

っ

家か

転て
ん

覆ぷ
く

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
ソ
ウ
ル
青せ

い

瓦が

台だ
い

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

官か
ん

邸て
い

で
は
、
そ
の
対た

い

応お
う

に
つ
い
て

激げ
き

論ろ
ん

が
続つ

づ

い
た
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
太た

い

陽よ
う

政せ
い

策さ
く

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
難な

ん

民み
ん

受う

け
入い

れ
に
前ま

え

向む

き
だ
っ
た
。
軍ぐ

ん

部ぶ

や
情

じ
ょ
う

報ほ
う

部ぶ

は
、
武ぶ

装そ
う

難な
ん

民み
ん

乱ら
ん

入に
ゅ
うの
危き

険け
ん

が
あ
る
と
反は

ん

対た
い

し
た
。
会か

い

議ぎ

中ち
ゅ
う、
難な

ん

民み
ん

は

２
０
万ま

ん

人に
ん

に
達た

っ

し
、
さ
ら
に
増ふ

え
続つ

づ

け
て
い
る
、
と
の
報ほ

う

告こ
く

が

入は
い
っ
た
。

　
「
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
国こ

っ

家か

と
し
て
の
統と

う

制せ
い

が
崩ほ

う

壊か
い

し
た
証

し
ょ
う

拠こ

だ
！
」

「
人じ

ん

道ど
う

は
す
べ
て
に
優ゆ

う

先せ
ん

す
る
」
と
し
て
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
２
０
万ま

ん

人に
ん

の
受う

け
入い

れ
に
踏ふ

み
切き

っ
た
。
前ぜ

ん

日じ
つ

、
ソ
ウ
ル
の
延よ

ん

世せ

大だ
い

学が
く

で
、学が

く

生せ
い

達た
ち

が
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん
へ
の
経け

い

済ざ
い

援え
ん

助じ
ょ

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
バ
リ
ケ
ー

ド
を
築き

ず

き
、
鎮ち

ん

圧あ
つ

し
よ
う
と
す
る
警け

い

察さ
つ

と
の
間あ

い
だで
火か

炎え
ん

瓶び
ん

が

飛と

び
交か

う
有あ

り

様さ
ま

と
な
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
鎮ち

ん

圧あ
つ

で
き
た
も
の

の
、
そ
の
失し

っ

点て
ん

を
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
難な

ん

民み
ん

受う

け
入い

れ
で
取と

り
返か

え

そ
う

と
し
て
い
た
。
学が

く

生せ
い

達た
ち

の
動う

ご

き
が
ソ
ウ
ル
に
潜せ

ん

入に
ゅ
うし
て
い
た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

工こ
う

作さ
く

員い
ん

た
ち
の
指し

示じ

に
よ
る
も
の
と
も
気き

づ
か
ず
に
。

　
日に

ち

曜よ
う

日び

午ご

前ぜ
ん

３
時じ

。
５
８
万ま

ん

人に
ん

の
難な

ん

民み
ん

が
軍ぐ

ん

事じ

境き
ょ
う

界か
い

線せ
ん

を

越こ

え
つ
つ
あ
る
所と

こ
ろ
を
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

の
車し

ゃ

高こ
う

の
低ひ

く

い
Ｔ
―
６
２

戦せ
ん

車し
ゃ

３
２
５
両り

ょ
う
が
約や

く

千せ
ん

台だ
い

の
後こ

う

方ほ
う

支し

援え
ん

ト
ラ
ッ
ク
を
率ひ

き

い
て
、

地ち

下か

ト
ン
ネ
ル
か
ら
姿す

が
たを
現あ

ら
わし
た
。

　

付ふ

近き
ん

の
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

基き

地ち

は
、
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

の
迷め

い

彩さ
い

服ふ
く

を
着き

て
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降こ

う

下か

し
た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

特と
く

殊し
ゅ

部ぶ

隊た
い

が
急

き
ゅ
う

襲し
ゅ
うし
て
、
す
べ

て
潰つ

ぶ

し
て
い
た
。

　

韓か
ん

国こ
く

軍ぐ
ん

の
戦せ

ん

車し
ゃ

隊た
い

が
迎げ

い

撃げ
き

し
よ
う
と
す
る
と
、
潜せ

ん

入に
ゅ
うし
て

い
た
工こ

う

作さ
く

員い
ん

が
、
配は

い

置ち

を
無む

線せ
ん

で
知し

ら
せ
た
り
、
頭ず

上じ
ょ
うに
照

し
ょ
う

明め
い

弾だ
ん

を
打う

ち
上あ

げ
た
り
す
る
。
時と

き

に
迫は

く

撃げ
き

砲ほ
う

や
対た

い

戦せ
ん

車し
ゃ

ロ
ケ
ッ

ト
砲ほ

う

を
撃う

ち
込こ

む
。
側そ

く

面め
ん

や
背は

い

後ご

か
ら
の
攻こ

う

撃げ
き

に
混こ

ん

乱ら
ん

し
て

い
る
と
、
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

の
装そ

う

備び

で
身み

を
固か

た

め
た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

特と
く

殊し
ゅ

部ぶ

隊た
い

が
、
後こ

う

退た
い

し
て
き
た
友ゆ

う

軍ぐ
ん

を
装

よ
そ
お
っ
て
、
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

の
中な

か

に
紛ま

ぎ

れ
込こ

ん
で
い
く
。
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

は
持も

て
る
力ち

か
らを
発は

っ

揮き

で
き
ず
に
、
ず
る
ず

３
．
南な

ん

侵し
ん

開か
い

始し

る
と
後こ

う

退た
い

を
続つ

づ

け
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
。

　

同ど
う

時じ

に
国こ

っ

境き
ょ
う

線せ
ん

近ち
か

く
に
ず
ら
り
と
配は

い

置ち

さ
れ
た
長

ち
ょ
う

距き
ょ

離り

砲ほ
う

、
ロ
ケ
ッ
ト
砲ほ

う

が
、
ソ
ウ
ル
に
向む

け
て
間か

ん

断だ
ん

の
な
い
砲ほ

う

撃げ
き

を

続つ
づ

け
た
。
南み

な
みに
向む

か
う
戦せ

ん

車し
ゃ

隊た
い

か
ら
は
、
前ぜ

ん

方ぽ
う

の
夜よ

空ぞ
ら

が
無む

数す
う

の
花は

な

火び

に
美う

つ
くし
く
照て

ら
さ
れ
た
よ
う
に
見み

え
た
。

　

水す

原う
ぉ
んの
在ざ

い

韓か
ん

ア
メ
リ
カ
軍ぐ

ん

司し

令れ
い

部ぶ

と
烏お

山さ
ん

基き

地ち

は
ロ
ケ
ッ
ト

砲ほ
う

弾だ
ん

が
５
０
０
発ぱ

つ

以い

上じ
ょ
う、
落ら

っ

下か

し
、
基き

地ち

と
し
て
の
機き

能の
う

を

失う
し
な
っ
た
。
同ど

う

時じ

に
潜せ

ん

入に
ゅ
う

工こ
う

作さ
く

員い
ん

が
迫は

く

撃げ
き

砲ほ
う

で
３
０
発ぱ

つ

以い

上じ
ょ
うを

滑か
っ

走そ
う

路ろ

と
格か

く

納の
う

庫こ

に
撃う

ち
込こ

み
、
一い

ち

時じ

的て
き

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
以い

外が
い

の
発は

っ

着ち
ゃ
くが
不ふ

可か

能の
う

と
な
っ
た
。

　

同ど
う

時じ

刻こ
く

の
ソ
ウ
ル
・
鍾

し
ょ
う

路ろ

区く

。
千ち

代よ

田だ

芳よ
し

雄お

は
寝ね

入い

っ
た

ば
か
り
の
と
こ
ろ
を
、
妻つ

ま

の
菊き

く

枝え

に
叩た

た

き
起お

こ
さ
れ
た
。
千ち

代よ

田だ

は
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

社し
ゃ

の
現げ

ん

地ち

法ほ
う

人じ
ん

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

だ
。
今こ

ん

晩ば
ん

も
日に

本ほ
ん

か
ら

来き

た
顧こ

客き
ゃ
くの
接せ

っ

待た
い

で
、
遅お

そ

く
に
帰き

宅た
く

し
た
所と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

朦も
う

朧ろ
う

と
し
た
頭あ

た
まで
目め

を
覚さ

ま
す
と
、
二ふ

た

人り

の
子こ

供ど
も

も
妻つ

ま

の

傍そ
ば

に
い
て
、
恐

き
ょ
う

怖ふ

の
色い

ろ

を
浮う

か
べ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
全ぜ

ん

体た
い

が
揺ゆ

れ
て
い
る
。「
ど
う
し
た
。
地じ

震し
ん

か
？
」
と
聞き

く
と
、「
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
み
た
い
！
」
と
長

ち
ょ
う

男な
ん

が
言い

っ
た
。

　

千ち

代よ

田だ

が
あ
わ
て
て
南み

な
みに
面め

ん

し
た
窓ま

ど

か
ら
見み

る
と
、
ソ
ウ
ル

の
街ま

ち

の
あ
ち
こ
ち
で
火ひ

の
手て

が
上あ

が
っ
て
い
る
。
１
０
カ
所し

ょ

や

２
０
カ
所し

ょ

で
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時と

き

、ソ
ウ
ル
名め

い

物ぶ
つ

の
一ひ

とつ
、

大だ
い

韓か
ん

生せ
い

命め
い

６
３
ビ
ル
の
３
０
階か

い

あ
た
り
に
、
直

ち
ょ
く

撃げ
き

弾だ
ん

が
命め

い

中
ち
ゅ
う

し
、
も
う
一ひ

とつ
火ひ

の
手て

が
上あ

が
っ
た
。「
も
し
、
北き

た

か
ら
攻せ

め
て

き
た
ら
、
君き

み

は
ど
う
す
る
の
か
ね
」
と
、
千ち

代よ

田だ

は
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

の
部ぶ

下か

に
聞き

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現げ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
太た

い

陽よ
う

政せ
い

策さ
く

で
、「
北き

た

の
脅

き
ょ
う

威い

」
な
ど
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
口く

ち

に
す
る
事こ

と

自じ

体た
い

が
、
頭あ

た
ま
が
お
か
し
い
の
で
は
、
と
思お

も

わ
れ
る
く
ら
い
、
市し

民み
ん

は
安あ

ん

心し
ん

し
き
っ
て
い
た
。
千ち

代よ

田だ

は
そ
う
し
た
風ふ

う

潮ち
ょ
うに
流な

が

さ

れ
て
、
何な

ん

の
準

じ
ゅ
ん

備び

も
し
て
こ
な
か
っ
た
自じ

分ぶ
ん

に
い
ま
さ
ら
な
が

ら
腹は

ら

が
立た

っ
た
。

　
「
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
に
食

し
ょ
く

糧り
ょ
うと
水み

ず

、
そ
れ
に
大だ

い

事じ

な
品し

な

物も
の

を
入い

れ
る
ん
だ
」
と
大お

お

声ご
え

で
家か

族ぞ
く

に
指し

示じ

し
た
。
望ぼ

う

遠え
ん

鏡き
ょ
うで
韓は

ん

江が
ん

を
見み

て
い
く
と
、
確か

く

認に
ん

で
き
た
だ
け
で
８
つ
の
橋は

し

が
破は

壊か
い

さ
れ

て
い
る
。
砲ほ

う

撃げ
き

で
は
こ
ん
な
に
命め

い

中ち
ゅ
うし
な
い
。
恐お

そ

ら
く
潜せ

ん

入
に
ゅ
う

し
た
工こ

う

作さ
く

員い
ん

の
仕し

業わ
ざ

だ
。
と
に
か
く
、
無ぶ

事じ

な
橋は

し

を
見み

つ
け
て

韓は
ん

江が
ん

の
南

み
な
み

側が
わ

に
逃に

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
．
有ゆ

う

事じ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効こ

う

用よ
う

　

千ち

代よ

田だ

が
先せ

ん

頭と
う

に
立た

ち
、
間あ

い
だに
妻つ

ま

と
娘む

す
め
を
は
さ
ん
で
、
息む

す

子こ

が
し
ん
が
り
を
務つ

と

め
て
歩あ

る

き
始は

じ

め
た
。
道ど

う

路ろ

は
す
で
に
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

で
あ
っ
た
。
家か

財ざ
い

道ど
う

具ぐ

を
積つ

み
込こ

ん
だ
ラ
イ
ト
バ
ン
が
、

徒と

歩ほ

の
人に

ん

間げ
ん

が
邪じ

ゃ

魔ま

だ
と
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴な

ら
し
、
徒と

歩ほ

の

市し

民み
ん

は
自じ

動ど
う

車し
ゃ

で
の
避ひ

難な
ん

は
非ひ

常じ
ょ
う

識し
き

だ
と
車し

ゃ

体た
い

を
叩た

た

い
て
い

る
。

　

上
じ
ょ
う

流り
ゅ
うの
永よ

ん

東ど
ん

大お
お

橋は
し

は
ま
だ
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
と
い
う
噂う

わ
さ
が
流な

が

れ
、

そ
ち
ら
に
向む

か
う
人ひ

と

の
流な

が

れ
に
乗の

っ
た
。
砲ほ

う

弾だ
ん

が
し
き
り
に
降ふ

り
注そ

そ

ぎ
、
川か

わ

面も

に
落お

ち
る
と
真ま

っ

白し
ろ

い
水み

ず

飛し

沫ぶ
き

が
高た

か

く
噴ふ

き
上あ

が
り
、
陸り

く

地ち

に
落お

ち
る
と
地じ

響ひ
び

き
を
た
て
て
土つ

ち

煙け
む
りが
あ
が
っ
た
。

ソ
ウ
ル
全ぜ

ん

市し

が
停て

い

電で
ん

し
て
い
た
が
、
あ
ち
こ
ち
で
上あ

が
る
火ひ

の

手て

が
明あ

か

る
く
照て

ら
し
て
い
た
。
所

と
こ
ろ

々ど
こ
ろに
死し

傷し
ょ
うし
た
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

将
し
ょ
う

兵へ
い

が
倒た

お

れ
て
い
る
。
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うを
誘ゆ

う

導ど
う

し
て
い
た
所と

こ
ろ
を
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
潜せ

ん

入に
ゅ
う

工こ
う

作さ
く

員い
ん

が
倒た

お

し
た
よ
う
だ
。

　

永よ
ん

東ど
ん

大お
お

橋は
し

が
見み

え
た
。
噂

う
わ
さ

通ど
お

り
、
ま
だ
無ぶ

事じ

だ
っ
た
。「
渡わ

た

る
ぞ
！
」
と
千ち

代よ

田だ

が
声こ

え

を
か
け
た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

、
も
の
凄す

ご

い
音お

と

を
た

て
て
砲ほ

う

弾だ
ん

が
落お

ち
て
き
て
、
橋は

し

の
対た

い

岸が
ん

近ち
か

く
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
、
幅は

ば

半は
ん

分ぶ
ん

ほ
ど
吹ふ

き
飛と

ば
し
た
。
近ち

か

く
の
人ひ

と

が
吹ふ

き
飛と

ば
さ
れ
て

韓は
ん

江が
ん

に
落お

ち
る
。
怖お

じ
気け

づ
い
た
先せ

ん

頭と
う

が
立た

ち
止ど

ま
ろ
う
と

す
る
が
、
な
お
も
渡わ

た

ろ
う
と
す
る
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
押お

さ
れ
て
、
何な

ん

人に
ん

か
が
河か

わ

に
落お

ち
て
い
っ
た
。

　
「
怖こ

わ

い
、怖こ

わ

い
わ
！
」と
娘む

す
めの
咲さ

き

枝え

が
甲か

ん

高だ
か

い
悲ひ

鳴め
い

を
上あ

げ
た
。

「
黙だ

ま

っ
て
い
な
さ
い
。
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
か
ら
。」
と
厳き

び

し
い
口く

調ち
ょ
うで

妻つ
ま

が
言い

う
。
周

し
ゅ
う

囲い

の
人ひ

と

達た
ち

が
日に

本ほ
ん

語ご

に
気き

が
つ
い
て
４
人に

ん

を
見み

る
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
と
り
わ
け
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
、
知し

ら

れ
な
い
方ほ

う

が
安あ

ん

全ぜ
ん

だ
。

　

や
が
て
橋は

し

の
細ほ

そ

く
な
っ
た
部ぶ

分ぶ
ん

に
さ
し
か
か
っ
た
。
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

の

男だ
ん

性せ
い

二ふ
た

人り

が
自じ

発は
つ

的て
き

に
交こ

う

通つ
う

整せ
い

理り

を
し
て
い
る
。
軍ぐ

ん

隊た
い

経け
い

験け
ん

者し
ゃ

な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

だ
っ
た
ら
、
い
っ
た
い
幾い

く

人に
ん

、

こ
ん
な
人に

ん

間げ
ん

が
い
る
だ
ろ
う
か
。
千ち

代よ

田だ

は
感か

ん

心し
ん

し
て
「
コ
マ

ツ
プ
・
ス
ム
ニ
ダ
、
カ
ム
サ
・
ハ
ム
ニ
ダ
（
あ
り
が
と
う
、
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
）」
と
声こ

え

を
か
け
た
。
一ひ

と

人り

が
千ち

代よ

田だ

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と

見み

抜ぬ

い
て
「
当と

う

然ぜ
ん

の
こ
と
で
す
」
と
日に

本ほ
ん

語ご

で
応こ

た

え
た
。

　
こ
う
し
て
千ち

代よ

田だ

一い
っ

家か

は
韓は

ん

江が
ん

の
南み

な
みに
避ひ

難な
ん

で
き
た
。
し
か

し
、
ソ
ウ
ル
に
住す

む
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
約や

く

１
万ま

ん

人に
ん

、
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
は
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くで
２
倍ば

い

に
膨ふ

く

れ
あ
が
る
。
そ
の
う
ち
何な

ん

人に
ん

が
無ぶ

事じ

、
脱だ

っ

出
し
ゅ
つ

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
千ち

代よ

田だ

は
そ
の
晩ば

ん

に
接せ

っ

待た
い

し
た
ば
か
り

の
日に

本ほ
ん

か
ら
の
顧こ

客き
ゃ
くを
思お

も

い
浮う

か
べ
た
。

　

潜せ
ん

入に
ゅ
う

工こ
う

作さ
く

員い
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

に
よ
り
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

と
米べ

い

軍ぐ
ん

の
基き

地ち

は
機き

能の
う

を
失う

し
ない
、
一い

ち

時じ

的て
き

に
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
ミ
グ
ー
１
９
、２
１
が
制せ

い

空く
う

権け
ん

を
奪う

ば
っ
た
。
し
か
し
、
沖お

き

縄な
わ

と
三み

沢さ
わ

か
ら
駆か

け
つ
け
た
米べ

い

空く
う

軍ぐ
ん

の
Ｆ
１
５
，
Ｆ
１
６
の
編へ

ん

隊た
い

が
１
８
５
キ
ロ
先さ

き

か
ら
敵て

き

機き

を
レ
ー
ダ
ー
で
捕ほ

捉そ
く

し
、
空く

う

対た
い

空く
う

ミ
サ
イ
ル
で
攻こ

う

撃げ
き

を
し
か
け

る
と
、
ミ
グ
は
一い

っ

瞬し
ゅ
んの
う
ち
に
全ぜ

ん

機き

撃げ
き

墜つ
い

さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
陸り

く

上じ
ょ
う

戦せ
ん

で
は
勝か

っ

手て

が
違ち

が
っ
た
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

は
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

の
難な

ん

民み
ん

の
大だ

い

集し
ゅ
う

団だ
ん

を
ソ
ウ
ル
に
向む

か
っ
て
南な

ん

下か

さ
せ
、

戦せ
ん

車し
ゃ

隊た
い

は
そ
れ
に
混ま

じ
っ
て
走は

し

る
。
米べ

い

軍ぐ
ん

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

庫ご

県け
ん

豊と
よ

岡お
か

市し

に
も
難な

ん

民み
ん

の
大だ

い

船せ
ん

団だ
ん

が
漂

ひ
ょ
う

着ち
ゃ
くし
て
お
り
、
マ
ス
コ

ミ
の
同ど

う

情じ
ょ
うの
声こ

え

に
負ま

け
た
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

知ち

事じ

は
、
難な

ん

民み
ん

の
仮か

り

上じ
ょ
う

陸り
く

を
認み

と

め
た
。
大お

お

方か
た

の
難な

ん

民み
ん

の
上

じ
ょ
う

陸り
く

が
終お

わ
っ
た
所と

こ
ろで
、
特と

く

殊し
ゅ

工こ
う

作さ
く

部ぶ

隊た
い

が
姿す

が
た
を
現あ

ら
わ
し
、
警け

い

察さ
つ

や
消

し
ょ
う

防ぼ
う

団だ
ん

員い
ん

を
襲お

そ

い
、
す
で
に

５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

が
出で

て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
内な

い

容よ
う

を
聞き

い
た
党と

う

首し
ゅ

は
「
追お

い
つ
め
ら
れ
た
ん
で
す
。

彼か
れ

ら
も
被ひ

害が
い

者し
ゃ

な
ん
で
す
。」
と
あ
く
ま
で
難な

ん

民み
ん

擁よ
う

護ご

の
立た

ち

場ば

を
変か

え
な
い
。
こ
い
つ
ら
は
何な

に

を
考か

ん
が
え
て
い
る
ん
だ
！
、
と
首し

ゅ

相し
ょ
うは
絶ぜ

っ

句く

し
た
。

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
現げ

ん

状じ
ょ
うで
の
停て

い

戦せ
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
リ
ビ
ア
、
イ
ラ
ク

な
ど
が
賛さ

ん

成せ
い

、
ロ
シ
ア
と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
条

じ
ょ
う

件け
ん

付つ

き
で
賛さ

ん

意い

を
示し

め

し

た
。
ア
メ
リ
カ
は
当と

う

然ぜ
ん

、
拒き

ょ

否ひ

権け
ん

を
行こ

う

使し

し
た
。
す
で
に
米べ

い

空く
う

軍ぐ
ん

は
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

中ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

を
空く

う

爆ば
く

し
、
ほ
と
ん
ど
平へ

い

地ち

に
し
て
い

た
。
ま
た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
核か

く

施し

設せ
つ

や
、
ミ
サ
イ
ル
基き

地ち

も
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
爆ば

く

撃げ
き

で
破は

壊か
い

し
尽つ

く
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
問も

ん

題だ
い

は
３
０
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
市し

民み
ん

が
人ひ

と

質じ
ち

に
と
ら

れ
て
い
た
ソ
ウ
ル
で
あ
っ
た
。
２
０
万ま

ん

人に
ん

の
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

が

市し

内な
い

に
分ぶ

ん

散さ
ん

し
て
駐

ち
ゅ
う

屯と
ん

し
て
る
。
し
か
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

拠き
ょ

点て
ん

に
は
ソ
ウ

ル
市し

民み
ん

を
手て

錠じ
ょ
うで
つ
な
い
で
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆ば

く

撃げ
き

の
盾た

て

に
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
空く

う

爆ば
く

も
で
き
な
い
。

　

砲ほ
う

爆ば
く

撃げ
き

な
し
に
市し

街が
い

戦せ
ん

で
ソ
ウ
ル
を
奪だ

っ

回か
い

し
よ
う
と
す
る

２
．
難な

ん

民み
ん

２
０
万ま

ん

人に
ん

の
南な

ん

下か

ら
見み

る
と
、
軍ぐ

ん

事じ

境き
ょ
う

界か
い

線せ
ん

か
ら
ソ
ウ
ル
に
続つ

づ

く
道ど

う

路ろ

は
延え

ん

々え
ん

１
０
マ
イ
ル
以い

上じ
ょ
うに
も
わ
た
っ
て
難な

ん

民み
ん

の
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

で
ぎ
っ
し
り
覆お

お

わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
光こ

う

景け
い

を
双そ

う

眼が
ん

鏡き
ょ
うで
見み

て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
ー

少し
ょ
う

佐さ

は
、
部ぶ

下か

に
警け

い

告こ
く

射し
ゃ

撃げ
き

を
さ
せ
た
が
、
怯ひ

る

ん
だ
難な

ん

民み
ん

達た
ち

を
工こ

う

作さ
く

員い
ん

が
後う

し
ろ
か
ら
脅お

ど

し
て
前ぜ

ん

進し
ん

さ
せ
る
。
抵て

い

抗こ
う

す
る
者も

の

は

射し
ゃ

殺さ
つ

し
、
女

お
ん
な

子こ

供ど
も

を
先せ

ん

頭と
う

に
立た

て
る
。
難な

ん

民み
ん

達た
ち

は
立た

ち
止ど

ま
っ

て
も
殺こ

ろ

さ
れ
る
だ
け
だ
と
観か

ん

念ね
ん

し
て
、
の
ろ
の
ろ
と
前ぜ

ん

進し
ん

を

続つ
づ

け
る
。
こ
れ
だ
け
の
難な

ん

民み
ん

が
ソ
ウ
ル
に
な
だ
れ
込こ

め
ば
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

の
逃に

げ
遅お

く

れ
た
市し

民み
ん

と
と
も
に
、
ソ
ウ
ル
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に

人ひ
と

質じ
ち

に
と
ら
れ
た
も
同ど

う

然ぜ
ん

だ
。

　

大た
い

量り
ょ
うの
難な

ん

民み
ん

を
南み

な
みに
送お

く

り
込こ

ん
で
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

危き

機き

を
緩か

ん

和わ

し
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

の
ソ
ウ
ル
市し

民み
ん

を
人ひ

と

質じ
ち

に
と
っ
て
、
韓か

ん

国こ
く

や
日に

本ほ
ん

、
米べ

い

国こ
く

か
ら
の
経け

い

済ざ
い

援え
ん

助じ
ょ

を
強

き
ょ
う

要よ
う

す
る
―
―
―
こ

れ
が
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くな
の
か
！

　

少
し
ょ
う

佐さ

は
５
０
０
人に

ん

の
部ぶ

下か

が
弾た

ま

を
撃う

ち
尽つ

く
し
て
も
、

１
０
万ま

ん

人に
ん

く
ら
い
し
か
殺こ

ろ

せ
な
い
だ
ろ
う
、
と
計け

い

算さ
ん

し
た
。

し
か
も
難な

ん

民み
ん

を
大た

い

量り
ょ
う

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
と
す
れ
ば
、
世せ

界か
い

の
非ひ

難な
ん

が

米べ
い

軍ぐ
ん

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす
る
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
時と

き

に
も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

が
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た
戦せ

ん

術じ
ゅ
つだ
っ
た
。
そ
の
戦た

た
かい
を
経け

い

験け
ん

し
た
少

し
ょ
う

佐さ

の
祖そ

父ふ

か

ら
は
、
そ
ん
な
場ば

合あ
い

、「
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

せ
ず
、
攻こ

う

撃げ
き

し
ろ
」
と
言い

い
聞き

か
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
…

　

日に
ち

曜よ
う

日び

、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

。
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

美み

保ほ

湾わ
ん

沖お
き

合あ
い

に
は
、
大だ

い

小し
ょ
う

無む

数す
う

の
船ふ

ね

が
現あ

ら
わ
れ
た
。
大お

お

型が
た

の
貨か

物も
つ

船せ
ん

や
客

き
ゃ
く

船せ
ん

か
ら
、
小こ

型が
た

の
漁ぎ

ょ

船せ
ん

ま
で
、
甲か

ん

板ぱ
ん

ま
で
鈴す

ず

な
り
の
難な

ん

民み
ん

で
埋う

ま
っ
て
い
る
。

何な
ん

万ま
ん

人に
ん

い
る
の
か
、
見け

ん

当と
う

も
つ
か
な
い
。
海か

い

上じ
ょ
う

保ほ

安あ
ん

庁ち
ょ
うの
巡

じ
ゅ
ん

視し

船せ
ん

が
、
領

り
ょ
う

海か
い

内な
い

に
入い

れ
さ
せ
な
い
よ
う
、
遠と

お

巻ま

き
に
示じ

威い

運う
ん

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
少す

こ

し
離は

な

れ
た
地ち

点て
ん

で
海か

い

上
じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

の
艦か

ん

船せ
ん

が
待た

い

機き

し
て
い
た
。

　

巡
じ
ゅ
ん

視し

艇て
い

が
拡か

く

声せ
い

器き

を
使つ

か
っ
て
領

り
ょ
う

海か
い

に
近ち

か

づ
か
な
い
よ
う
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

語ご

で
警け

い

告こ
く

を
発は

っ

す
る
と
、
癖く

せ

の
な
い
日に

本ほ
ん

語ご

で
「
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に

い
た
ら
餓が

死し

し
て
し
ま
う
の
で
、
逃に

げ
て
き
ま
し
た
。
助た

す

け
て

下く
だ

さ
い
。」
と
女じ

ょ

性せ
い

の
声こ

え

が
訴う

っ
た
え
た
。
日に

本ほ
ん

で
生う

ま
れ
て
北き

た

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
戻も

ど
っ
た
在ざ

い

日に
ち

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

で
あ
ろ
う
。

　

海か
い

岸が
ん

で
は
、
１
０
０
人に

ん

あ
ま
り
の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

が
「
在ざ

い

日に
ち

同ど
う

胞ほ
う

の

帰き

国こ
く

を
認み

と

め
ろ
！
」「
難な

ん

民み
ん

を
受う

け
入い

れ
よ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上あ

げ
て
い
る
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

系け
い

や
左さ

翼よ
く

の
団だ

ん

体た
い

だ
ろ

う
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
潜せ

ん

入に
ゅ
うし
て
い
た
工こ

う

作さ
く

員い
ん

の
手て

が
伸の

び
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
そ
の
光こ

う

景け
い

を
実じ

っ

況き
ょ
う

中ち
ゅ
う

継け
い

し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
達た

ち

は
し
き
り
に
難な

ん

民み
ん

に

同ど
う

情じ
ょ
うし
、
受う

け
入い

れ
を
拒き

ょ

否ひ

す
る
政せ

い

府ふ

の
姿し

勢せ
い

を
非ひ

人じ
ん

道ど
う

的て
き

と
非ひ

難な
ん

し
て
い
る
。「
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

の
苦く

る

し
み
を
理り

解か
い

せ
ね
ば
」

と
野や

党と
う

の
女じ

ょ

性せ
い

党と
う

首し
ゅ

が
し
た
り
顔が

お

で
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　

そ
の
う
ち
、
沖お

き

合あ
い

か
ら
女じ

ょ

性せ
い

の
悲ひ

痛つ
う

な
声こ

え

が
聞き

こ
え
て
き

た
。
病

び
ょ
う

人に
ん

や
老ろ

う

人じ
ん

、
子こ

供ど
も

に
死し

者し
ゃ

が
出で

始は
じ

め
て
い
る
と
い
う
。

い
く
つ
か
の
死し

体た
い

が
海か

い

上じ
ょ
うに
投と

う

棄き

さ
れ
た
。
死し

体た
い

が
海か

い

岸が
ん

に
流な

が

れ
着つ

い
た
ら
、
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
コ
ミ
は
政せ

い

府ふ

非ひ

難な
ん

の
声こ

え

を
高た

か

め
る

だ
ろ
う
。

　

月げ
つ

曜よ
う

日び

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

。
国こ

っ

会か
い

で
は
、
野や

党と
う

の
女じ

ょ

性せ
い

党と
う

首し
ゅ

が

と
、
敵て

き

兵へ
い

力り
ょ
くの
３
倍ば

い

、
す
な
わ
ち
６
０
万ま

ん

人に
ん

の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

が
予よ

想そ
う

さ
れ
た
。
市し

民み
ん

の
巻ま

き
添ぞ

え
も
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

規き

模ぼ

に
達た

っ

す
る
だ

ろ
う
。米べ

い

軍ぐ
ん

は
手て

も
足あ

し

も
出で

な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
追お

い
込こ

ま
れ
て
い
た
。

足あ
し

下も
と

を
見み

た
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

政せ
い

府ふ

は
国こ

く

連れ
ん

を
通つ

う

じ
て
、
３
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
ソ
ウ
ル
市し

民み
ん

の
た
め
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

援え
ん

助じ
ょ

を
要よ

う

請せ
い

し
て
き
た
。

　

し
か
も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

か
ら
の
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

単た
ん

位い

の
難な

ん

民み
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
、

い
く
つ
も
ソ
ウ
ル
に
向む

か
っ
て
い
た
。
ソ
ウ
ル
に
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うす
る
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

難な
ん

民み
ん

は
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

に
達た

っ

す
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
た
ソ
ウ
ル
に
留と

ど

ま
っ
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
５
千せ

ん

人に
ん

ほ
ど
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
た
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

政せ
い

府ふ

は
４
８
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
名め

い

簿ぼ

を

数す
う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

の
難な

ん

民み
ん

を
盾た

て

に
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

は
南な

ん

侵し
ん

開か
い

始し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日に

本ほ
ん

に
も
大た

い

量り
ょ
うの
難な

ん

民み
ん

が
船ふ

ね

で
押お

し
寄よ

せ
た
。

８
．
彼か

れ

ら
も
被ひ

害が
い

者し
ゃ

な
ん
で
す

６
．
難な

ん

民み
ん

の
槍や

り

９
．
月げ

つ

曜よ
う

日び

、
午ご

後ご

１
１
時じ

。

        

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
国こ

く

連れ
ん

本ほ
ん

部ぶ

５
．「
怖こ

わ

い
、
怖こ

わ

い
わ
！
」

７
．
難な

ん

民み
ん

の
船せ

ん

団だ
ん

４
．「
戦せ

ん

争そ
う

が

         

始は
じ

ま
っ
た
み
た
い
！
」

提て
い

出し
ゅ
つす

る
と
言い

っ
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
揺ゆ

さ
ぶ
り
を
か
け
て

き
た
。
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
単た

ん

独ど
く

で
の
交こ

う

渉し
ょ
うを

し
な
い
よ
う
、
強つ

よ

く
圧あ

つ

力り
ょ
くを

か
け
て
き
た
。
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

も

手て

詰づ

ま
り
に
陥

お
ち
い
っ
た
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
柘つ

植げ

久ひ
さ

慶よ
し

、「
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

つ
い
に
南な

ん

進し
ん

す
」、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文ぶ

ん

庫こ

、
平へ

い

成せ
い

１
年ね

ん

金か
な

切き

り
声ご

え

を
あ
げ
て
、
政せ

い

府ふ

の

対た
い

応お
う

を
非ひ

難な
ん

し
て
い
た
。「
自じ

衛え
い

隊た
い

が
難な

ん

民み
ん

に
発は

っ

砲ぽ
う

し
た
ん
で

す
よ
。
一い

っ

体た
い

、
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
で
す
か
？
」

　

難な
ん

民み
ん

を
乗の

せ
た
無む

数す
う

の
船ふ

ね

は
、
上

じ
ょ
う

陸り
く

を
強

き
ょ
う

行こ
う

し
よ
う

と
し
た
。
巡

じ
ゅ
ん

視し

艇て
い

が
近ち

か

づ
い

て
、
臨り

ん

検け
ん

（
立た

ち
入い

り
検け

ん

査さ

）
を
要よ

う

求き
ゅ
う
し
た
所と

こ
ろ、
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

を
受う

け
て
、
た
ち
ま
ち
３

人に
ん

の
係

か
か
り

官か
ん

が
重

じ
ゅ
う

軽け
い

傷し
ょ
うを
負お

っ
た
。

そ
れ
を
契け

い

機き

に
、
無む

数す
う

の
船ふ

ね

が

ど
っ
と
陸り

く

を
め
が
け
て
押お

し
寄よ

せ
た
。
海か

い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

の
司し

令れ
い

官か
ん

が
責せ

き

任に
ん

は
す
べ
て
自じ

分ぶ
ん

が
負お

う
つ
も
り
で
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

の
最も

っ
と
も
大お

お

き
な
船ふ

ね

に
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲ほ

う

を
撃う

ち
込こ

ん
だ
所と

こ
ろ、
甲か

ん

板ぱ
ん

に
屈く

っ

強
き
ょ
う

な
男お

と
こ
た
ち
が
飛と

び
だ
し
た
。
何な

ん

と
自じ

衛え
い

隊た
い

の
迷め

い

彩さ
い

服ふ
く

を
着き

て
い

る
。
難な

ん

民み
ん

に
紛ま

ぎ

れ
込こ

ん
だ
工こ

う

作さ
く

員い
ん

で
あ
っ
た
。

　

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、
こ
れ
だ
け
の
経け

い

緯い

を
説せ

つ

明め
い

し
た
が
、
野や

党と
う

党と
う

首し
ゅ

は

「
憲け

ん

法ぽ
う

の
精せ

い

神し
ん

か
ら
も
専せ

ん

守し
ゅ

防ぼ
う

衛え
い

に
徹て

っ

す
る
べ
き
だ
」
と
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

し
て
譲ゆ

ず

ら
な
い
。
そ
こ
に
メ
モ

で
報ほ

う

告こ
く

が
あ
が
っ
て
き
た
。
兵

ひ
ょ
う

（３） ２０１７年第４７５７号 	 ５月	２０日	（土曜日）
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Pessoas 

A princesa Mako é a fi-
lha mais velha do prín-
cipe Akishino e sua es-
posa, sendo a primeira 
neta mais do imperador 
e a imperatriz.
A Agência da Casa Im-
perial e outras fontes 
disseram que a princesa 
se tornar noiva de Kei 
Komuro, que trabalha 
para uma companhia de 
assuntos jurídicos. Am-
bos têm 25 anos de ida-
de. Eles se encontraram 
há cinco anos como es-
tudantes da Universida-
de Internacional Cristã. 
Durante seus dias de 
universidade, Komuro 

Impacto do lançamento de 
míssil pela Coreia do Norte

As notícias circuladas sobre o anunciado noi-
vado da princesa Mako do Japão com um jovem 
que conhecera durante seus estudos na univer-
sidade se transformaram em uma surpresa agra-
dável para aqueles que os conhecem.

participou de um even-
to desempenhando o 
papel de ‘príncipe do 
mar’, em uma campa-
nha turística para a Ci-
dade de Fujisawa, no 
sul de Tóquio.
Rina Namikawa tam-
bém trabalhou para a 
mesma campanha. Ela 
disse que ficara surpre-
sa porém emociona-
da ao ouvir a notícia. 
Congratulando o casal, 
Namikawa disse que 
Komuro é uma pessoa 
generosa e amigável, 
e que o título ‘príncipe 
do mar’ é um título ade-
quado. Ela disse que o 

casal parece estar muito 
bem quando juntos.
O reitor da Universi-
dade de Osaka de Tu-
rismo, Osamu Akagi, 
conheceu a princesa 
Mako quando ela era 
ainda criança. Akagi 
disse que ficara surpre-
so ao ouvir notícia do 
noivado. Ele disse es-
perar que ela venha a 
criar uma família feliz 
e que venha a ser admi-
rada por sua geração.
Fontes bem informadas 
adiantam que o casa-
mento deverá acontecer 
no ano que vem.

Neste Comentário, 
Masayo Nakajima, jor-
nalista político da NHK  
World fala sobre o lan-
çamento de míssil feito 
domingo pela Coreia do 
Norte.
“Acredita-se que ao lan-
çar o novo tipo de míssil 
num momento de in-
tensificação da pressão 
a que é submetida pela 
comunidade internacio-
nal, a Coreia do Norte 
pretenda exibir ao mun-
do o aprimoramento da 
sua tecnologia na área. 
O objetivo também seria 
mostrar, para os Estados 
Unidos e as várias na-
ções relacionadas, que 
não tem absolutamen-
te intenção alguma de 
abandonar o seu progra-
ma de desenvolvimento 
nuclear e de mísseis.
Pouco se duvida que a 
Coreia do Norte tam-
bém tenha em mente o 
recém-empossado go-
verno sul-coreano de 
Moon Jae-in. O país 
adotou uma atitude de 
esperar para ver antes 
e no dia da eleição pre-
sidencial na Coreia do 
Sul, no dia 9, do mesmo 
modo que fez na eleição 
para a escolha do novo 
presidente dos Estados 
Unidos em novembro. 
Fez uma pausa de 15 
dias até a chegada ao 
poder, na Coreia do Sul, 
do governo progressista 
que tanto aguardara ― 
depois de um intervalo 
de nove anos ― para só 
então lançar um míssil 
balístico. A Coreia do 

Norte pode ter mais um 
motivo adicional. Esta-
ria tentando verificar o 
modo como vai reagir o 
governo de Moon, polí-
tico que havia se com-
prometido a adotar uma 
atitude conciliatória em 
relação a Pyongyang. 
Ao mesmo tempo, pode 
também estar embara-
lhando a situação com 
o fim de ter a iniciativa 
no relacionamento com 
Seul antes que quaisquer 
medidas sejam tomadas 
para a realização de um 
diálogo.
Por sua vez, a China 
deve com certeza se sen-
tir indignada e confusa 
com o lançamento do 
míssil por Pyongyang 
no primeiro dia do en-
contro internacional que 
Pequim considera a sua 
mais importante confe-
rência do gênero. Não 
só isso: o lançamento 
foi programado para se 
realizar poucas horas 
antes de um discurso 
do presidente chinês, Xi  
Jinping. Não acredito, 
contudo, que o lança-
mento venha, por si só, 
a afastar a China da sua 
política fundamental de 
solucionar o problema 
através do diálogo e da 
pressão. A posição de 
Pequim será a de ace-
nar com a possibilidade 
de intensificar a pressão 
para forçar Pyongyang 
a abandonar o seu pro-
grama nuclear. Vai pa-
cientemente persistir em 
seus esforços para tentar 
forçar a Coreia do Norte 

Grupos civis e sindicais 
fizeram passeata em Oki-
nawa pelo impedimento 
da transferência de uma 
base dos fuzileiros navais 
dos Estados Unidos.
O protesto é realizado to-
dos os anos por volta do 
dia 15 de maio, o dia em 
que o domínio dos Esta-
dos Unidos sobre Oki-
nawa teve fim e a pro-
víncia foi devolvida ao 
Japão em 1972.
Os participantes se divi-
diram em 2 grupos e co-
meçaram a passeata na 
sexta-feira. Eles também 
exigem o fechamento das 
bases militares dos Esta-
dos Unidos na província.
No final do dia de domin-
go, uma manifestação foi 
realizada perto do distrito 
de Henoko, na cidade de 
Nago, onde a construção 
de uma nova base está 
em andamento.
Os organizadores dizem 
que cerca de 2 mil pesso-
as participaram da mani-
festação.
O prefeito de Nago, Su-

Manifestantes fazem passeata 
contra relocação de base militar 
dos Estados Unidos em Okinawa

sumu Inamine, concla-
mou os participantes a 
lutarem pela restauração 
da democracia e autono-
mia de Okinawa, e disse 

mostram 

Coreia do Norte      15/05/2017

Okinawa 14/05/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

contentamento com 
a ter um diálogo diplo-
mático.
Quanto aos Estados 
Unidos, já é o sétimo 
lançamento de míssil 
desde o início do gover-
no do presidente Donald 
Trump. Washington ir-
rita-se cada vez mais 
com os atos de provo-
cação de Pyongyang. 
Segundo especialistas, o 
míssil de domingo pode 
ter assinalado um im-
portante passo adiante 
no desenvolvimento de 
um míssil balístico in-
tercontinental que põe 
Washington em estado 
de alerta. Um porta-voz 
da Casa Branca salien-
tou que o mais recente 
míssil norte-coreano 
caiu em uma região per-
to da Rússia, país que se 
mostra relutante em au-
mentar a pressão sobre 
a Coreia do Norte. Quis 
assim alertar Moscou de 
que o governo russo não 
poderá mais se manter 
à margem da situação e 
instá-lo a tomar novas 
medidas a respeito. O 
governo Trump disse 
não descartar a possi-
bilidade de ter um di-
álogo com Pyongyang 
― gesto do qual teria, 
acredita-se, se afastado 
por enquanto. A posição 
de Washington é a de 
continuar a intensificar 
a pressão diplomática e 
econômica e de formar 
uma coalizão interna-
cional, enquanto aguar-
da para ver se Pyon-
gyang mudará ou não de 
atitude.”

Princesa Mako  17/05/2017

que vai manter seu com-
promisso de não permitir 
a construção da base em 
Henoko.

promessa de casamento 
da Princesa Mako

Província de Okinawa 
completa 45 anos 
desde sua devolução ao 
controle japonês

Devolução de Okinawa   15/05/2017

Esta segunda-feira mar-
ca o aniversário de 45 
anos desde que Okinawa 
foi devolvida ao controle 
japonês após anos de ad-
ministração americana.
A economia da provín-
cia, localizada no sul 
do Japão, cresceu desde 
1972, mas as tensões en-
tre os governos central e 
provincial têm aumenta-
do. A fricção se deve à 
relocação da Base Aérea 
de Futenma, pertencente 
ao Corpo de Fuzileiros 
Navais dos Estados Uni-
dos.
O governo central está 
tentando fazer a transfe-
rência da base dentro da 

província, mas Okinawa 
se opõe. O impasse tem 
dificultado a devolução 
de outras instalações 
militares americanas na 
província ao controle 
japonês. Moradores de 
Okinawa consideram 
abrigar tais bases um far-
do, mas os esforços para 
reduzir drasticamente tal 
peso não tiveram sucesso 
até o momento.
As ilhas de Okinawa pas-
saram a ser controladas 
pelos Estados Unidos ao 
fim da Segunda Guerra 
Mundial, mas foram de-
volvidas ao Japão em 15 
de maio de 1972. Após 
a devolução, o governo 

central direcionou fun-
dos para o desenvolvi-
mento de sua economia, 
de forma a diminuir as 
diferenças entre a pro-
víncia e o resto do Japão. 
Como resultado, a eco-
nomia de Okinawa cres-
ceu, principalmente sua 
indústria do turismo. Em 
março de 2015, a receita 
total da província era oito 
vezes maior que a regis-
trada em 1972.
Além disso, diminuiu a 
dependência econômica 
de Okinawa em bases 
americanas. Segundo o 
governo provincial, for-
ças militares america-
nas representam 5,7% 
do total das receitas de 
Okinawa. No entanto, a 
província abriga cerca 
de 70% das instalações 
militares no Japão, e aci-
dentes e crimes causados 
pelas forças militares dos 
Estados Unidos e seus 
funcionários continuam 
a ocorrer.
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